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　中枢神経系の 生体外モ デル と し て 新生 マ ウス 小脳 の 培養組織を用 い 主要な神経伝達物質 の
一つ GABA の 代

謝を顕微鏡 に よ る 形態観察を 行 な い つ つ 蛍光 ア ミ ノ 酸分析法あ る い は
1℃ 一グ ル タ ミ ン 酸を 前駆体 と して 使用

し た ラ ジ オ ガ ス ク ロ マ ト グ ラ フ 法 に よ り測定した 。そ の 結果馬血清23％ を含む培養条件で は 培養組織中 の GA −

BA 量 は 2 日 口か ら15日 1ヨに か け て 急激 に 増加 し （8，5− 33．5nmol ／mg 　pretein）そ の 後 は 30日 目 ま で ほ ぼ一

定 で あ っ た 。 こ の GABA 量 の 増 加 期 は 形態的 に は シ ナ プ ス 形 成 の 始 ま り と一致 し て い る。 ま た
】‘C一グ ル タ

ミ ソ 酸を 三5 日 目の 培養組織に 取込 ませ る と そ の
…

部 は GABA と ア ス バ ラ ギ ソ 酸 に 代謝 された 。これ ら の 事 実

か らマ ウス 小脳 の 培養組 織は GABA の 合成 に 関 して も形 態的変化 と 同様生体内 で の 過程 と よ く
一

致して い る

こ とが 明 らか で あ り．シ ナ プ ス 形成 と伝達物質 の 合成 の 関保あ る い は 伝達物質代 謝 の 制御因子 を 調 べ る の に 有

用 な 培養系 で あ る 。

Sepiepterin　 reductase に よる ジ ケ ト化合物 の 還 元

加藤節子．末岡照美 〔城西歯大 ・牛．化）

Redttct三〇 n 　 ot 　diketetocompounds 　 by　 sepiapterin 　 reductase
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セ ピ ア 方 リ ソ 還元 酵素（SPR ）は テ トラ ヒ ド・ ビ オ プ テ リ ン 生合成 に 関与 し て 齣 ， セ ピ ァ ブ テ リ ソ （SP＞

の 6位 側鎖 ラ ク チ 、噬 を NADPH に よ り還 元 し ジ ・ ド ・ ビ オ プ テ リ ソ を 生成す る ・ 本酵素は：2
−NH ・・4−OH ・

6 一
ラ ク チ ル 基 を 有す る プ テ リ ソ に 対 し て 高 い 基質特異性 を 示 す 。しか し，ラ ッ ト赤血球 よ り単

一
精製 さ れ た

SPRi ） が ，フ ニニ ル プ ロ パ ジ オ ソ ，ジ ア セ チ ル 等 の aromatic ま た は aiiphatic の ジ ケ F化合物を もNADPH

に よ り還元す る こ とを見 い だ した 。こ の 反応 は ，NADPH 依存性，至適 pH ，阻害剤 の 点 で SP 還元反応 と類

似 して い る。ジ ア セ チ ル を 基質に した 場合 ア セ トイ ソ （モ ノ ケ ト化合物） の 生成が 認め ら2Zた 。 従 っ て ビ オ ブ

テ リ ソ 代謝中間体
“Compound 　X ”

（ジ ケ ト化合物 と 考 え られ て い る） も 本 酵素 に よ リモ ノ ケ ト化合物 （SP 又

は 6−（1−hydroxypropionyl ） dihydropteridine ）を 経 て ジ ヒ ド 卩 ビ オ プ テ リン を 生 成す る 可能性 が 示 唆 さ れ

た 。
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ジ ヒ ドロ ビオ プ テ リ ン還元酵素 に つ い て
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　テ ト ラ ヒ ドロ ビ オ ブ テ リ ア （H ・BP ） は 芳香族 ア ミ ノ 酸 の 水 酸化反応 の 補酵素と して f乍用 し，神経伝達 物 質

の 生合成 に 関与 して い る 。
H

・
BP は GTP よ リジ ヒ ド ロ ネ ォ プ テ リ ソ ト リ リ ソ 酸 中 間 体 X ，セ ピ ア プ テ リ

ソ ，ジ ヒ ド ロ ビ オ プ テ リ ン （HgBP ） を 経 て 合威 さ れ る と考 え られ る。　H2BP か ら H4BP へ の 転換は ジ ヒ ド Pt

葉酸還元酵素 （DFR ） に よ っ て 起 る と考え られて い たが ，　 DFR の 阻害剤 で あ る MTX の 存在下 で も H ，BP

が 合成 され る こ と等 か ら他 の H ‘BP 合成経路を主張す る説 もあ る。我 々 は MTX の 存在下 で HsBP を H ・BP

に 還元す る酵素を発見 し，ジ ヒ ド P ビ オ プ テ リソ 還元 酵素 （DBR ） と名付け た 。　DBR 活｛生は ラ ッ トの 肝
・腎

・脳な ど に 認 め られ る。ラ ッ ト肝 よ り部分精製 し た 酵素液を 用 い て 諸性質を調 べ た と こ ろ JNADPH を 補酵素

と し，最適 pH は 中性付近 に あ っ た。反応 生 成物 の 吸収 ス ペ ク トル ，また HPLC の 分析結果 か ら，そ れ 淋

H ‘BP で あ る こ と確認 した 。
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